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令和４年度事業報告 

 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症に対する対応が実を結びつつあり、年度末には感染対策の

見直しが進められることとなった。しかし、諸外国の戦争の長期化による国際情勢の悪化もあり、日本

の政治・経済には大きな負担がかかり、専修学校・各種学校の教育と経営にも大きな影響を及ぼしてい

ることには変わりがなかった。 

このような状況ではあったが、当連盟は令和４年度の諸事業を計画通りに推進するために努力し、特

に研修会については「県外視察研修会」を除き、予定通り対面で実施することができた。 

７月には、密接な連携を図っている広島県高等学校教育研究会進路指導･キャリア教育部会と、広島県

公立高等学校長協会の協力もあり、３年ぶりに「広島県専修学校各種学校進路指導研究協議会」を開催

し、高等学校進路指導担当教員に職業教育を推進する専修学校各種学校への一層の理解を求めた。 

同じく７月に、中国地区としては３年ぶりとなる「全専各連中国地区協議会総会並びに研修会」を当

番県として開催し、中国５県の参加者と久しぶりに懇親を深めた。 

また、１１月には、広島県私立小学校協会及び、広島県私立中学高等学校協会との共催で初めて「広

島県私立学校振興大会並びに研修会」を開催した。会場では広報活動として中学・高等学校の保護者に

連盟発行の「2023 年度版広島県私立専修学校各種学校ガイド」を配布し、高等学校卒業者の進学先とし

ての専修学校をアピールした。 

各学校の運営に対しては、広島県による「私立専門学校職業実践専門課程推進補助金」、及び「私立

専修学校新型コロナウイルス感染症対策補助事業」の継続とともに、令和４年度よりは「私立専修学校

授業目的公衆送信補償金補助金」が新規追加となり、「学校運営の強化・健全化」という全専各連の方

針に沿ったある程度の成果を得ることができた。 

 

 

１ 部会組織の充実 

連盟事業の目的を達成するためには、学校相互間の提携協力は不可欠であるが、会員校の減少によ

り、部会の学校数が変化してきているが、引き続き、現状の部会において、学校相互間の提携協力、

共通課題の研修と教科の充実、親睦を通じての学校運営の振興に努めるとともに、理事会への提言な

ど専修・各種学校教育全体の飛躍の基盤とすることとした。 

工業部会        工業分野に属する専修学校・各種学校 

医療・衛生・福祉部会  医療分野、衛生分野、教育・社会福祉分野に属する専修学校・各種学校 

商業実務部会      商業実務分野に属する専修学校・各種学校 

家政部会        服飾・家政分野に属する専修学校・各種学校 

文化教養部会      文化・教養分野に属する専修学校・各種学校 
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２ 総会・理事会 

令和４年度事業計画の通りに実施した。 

⑴ 社員総会 

区 分 期 日 場     所 議  事  項  目 

定 時 
4.5.26 

（木） 
広島ガーデンパレス 

第１号議案 令和３年度事業報告・収支決算報告 

第２号議案 補欠理事・監事の選任 

報告事項  令和４年度事業計画・収支予算報告 

その他 

 

⑵ 理事会 

区 分 期 日 場     所 議  事  項  目 

第１回 
4.4.28 

(木) 
広島ガーデンパレス 

１ 令和４年度中国地区協議会会長会議について 

２ 令和４年度全専各連事務担当者会議について 

３ 高等学校・専修学校連絡協議会について 

４ 広島県私立学校振興大会について 

５ 令和３年度事業報告・収支決算について 

６ 監査報告 

７ 補欠理事・監事候補者の選出について 

８ 定時社員総会について 

９ その他 

第２回 
4.5.26 

（木） 
広島ガーデンパレス １ 副会長選出について 

第３回 
4.6.29 

(水) 
広島ガーデンパレス 

１ 全専各連・全専協総会について 

２ 令和４年度事業活動報告並びに計画について 

⑴ 研修事業について 

① 進路指導研究協議会の実施計画について 

 ⑵ 検定事業について 

① ファッションビジネス能力検定試験実施状況 

② パターンメーキング技術検定試験２級理論実施計画 

③ ファッション販売能力検定試験実施計画 

⑶ 広報事業について 

① 新聞広告「夏休み体験入学」掲載予定 

３ 高等学校･専修学校連絡協議会の実施予定について 

４ 常置委員会他の委員の指名について 

５ 中国地区協議会総会・研修会タイムスケジュールと役割分 

６ 広島県私立学校振興大会決議文について 

７ その他 

第４回 
4.9.20 

(火) 
広島ガーデンパレス 

１ 令和４年度中国地区協議会総会・研修会実施報告 

２ 令和４年度事業活動報告並びに計画について 

⑴ 研修事業について 

  ① 教職員研修会実施計画 

② 基礎教育講習会実施計画 

  ③ 設置者・校長・管理職研修会実施計画 

⑵ 検定事業について 

① パターンメーキング技術検定試験２級理論実施状況 

② ファッション販売能力検定試験実施状況 

③ パターンメーキング技術検定試験２級実技実施状況 

④ ファッションビジネス能力検定試験実施計画 

⑤ ファッション販売能力検定試験実施計画 
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⑥ パターンメーキング技術検定試験３級実施計画 

⑶ 広報事業について 

① 新聞広告「夏休み体験入学」実施状況 

② 新聞広告「入学願書受付開始」実施計画 

３ 高等学校・専修学校連絡協議会について 

４ 会長及び副会長の職務執行状況について 

５ 私立学校振興大会について 

６ その他 

第５回 
4.12.15 

(木) 

広島ＹＭＣＡ国際文

化センター 

１ 全国専修学校各種学校総連合会都道府県代表者会議につ

いて 

２ 令和５年度私立学校振興費補助金に関する要望について 

３ 中国地区広告倫理運用委員会について 

４ 令和４年度事業活動報告並びに計画について 

⑴ 研修事業について 

① 令和４年度進路指導研究協議会について 

② 令和４年度広島県私学振興大会・研修会について 

③ 基礎教育講習会の実施状況 

  ④ 今後の予定 

⑵ 検定事業について 

① ファッションビジネス能力検定試験実施状況 

② ファッション販売能力検定試験実施状況 

③ パターンメーキング技術検定試験３級実施状況 

④ 技術認定試験（洋裁）実施計画 

⑤ ファッション色彩能力検定試験実施計画 

⑶ 広報事業について 

① 新聞広告「１０月１日願書受付開始」実施状況 

⑷ その他の事業について 

① 教員認定試験実施予定 

② 教員認定委員会開催予定 

③ 高等学校・専修学校連絡協議会開催状況及び開催予定 

５ 令和４年度上期監査報告 

６ 県総務課法人立入検査について 

７ 事務局長再雇用について 

８ その他 

第６回 
5.3.23 

(木) 
広島ガーデンパレス 

１ 全専各連・全専協 理事会合同会議について 

２ 令和４年度後期事業活動報告について 

⑴ 研修事業について 

① 設置者・校長・管理職研修会の実施状況 

  ② 就職情報研修会の実施状況 

⑵ 検定事業について 

① 技術認定試験（洋裁）実施状況 

② ファッション色彩能力検定試験実施状況 

⑶ その他の事業について 

① 教員認定試験の実施状況 

② 教員認定委員会の開催状況 

③ 高等学校･専修学校連絡協議会の開催予定 

３ 理事の辞任について 

４ 会長及び副会長の職務執行状況について 

５ 令和４年度決算見込みについて 

６ 令和５年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

７ 任期満了による役員の選出について 

８ 連盟稟議規程の改正について 
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９ 事務局長再雇用契約書について 

10 振興連盟について 

11 令和５年度定時社員総会日程について 

12 その他 

 

３ 実施事業 

〇 公益目的事業１：広島県内の私立専修学校及び私立各種学校教育の充実及び振興を図り、もって

教育文化の昂揚に資する事業 

⑴ 教職員退職手当資金給付事業（福祉部退職給付金制度の運用） 

   教職員退職手当資金の給付事業は、昭和５１年創設以来教職員の福祉事業として、県補助金の助

成による学校設置者の経費負担の軽減措置のもとに、教職員の福祉の増進と人材の確保による定着

化をはかった。また、退職給付金制度の正常な運営と退職準備金の適正確保を図るため、企業年金

制度との併用による資金運用を行っている。 

   近年の運用状況は次のとおりである。                 （金額単位：千円） 

項 目 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

 

加入校 

加入者数 

 

 

24校 

296人 

 

24校 

291人 

 

24校 

293人 

 

23校 

280人 

 

23校 

289人 

 

23校 

292人 

 

22校 

282人 

 

22校 

281人 

 

21校 

274人 

標準給与 

年  額 
743,688 760,280 751,530 722,790 766,730 756,160 746,170 728,670 730,600 

掛金年額 33,465 34,212 33,818 32,525 34,502 34,027 33,577 32,790 32,877 

出 資 金 2,165 2,165 2,080 2,080 2,080 1,205 1,155 1,105 1,055 

県補助金 14,873 15,205 15,030 14,455 15,334 15,088 14,923 14,562 14,612 

県補助率 20/1000 20/1000 20/1000 20/1000 20/1000 20/1000 20/1000 20/1000 20/1000 

退職給付 

準備金 
434,410 455,905 455,553 474,413 484,188 503,087 504,213 513,417 517,257 

退職給付金 60,966 30,231 50,963 29,816 41,965 31,399 48,156 39,445 44,438 

 

⑵ 広報活動事業 

   本年度の専修学校・各種学校教育に対する広報活動は、文部科学省・広島県・並びに広島県内高

等学校の当該機関の援助協力のもとに次の事業を実施した。 

特に高等学校に対しては、広島県高等学校教育研究会進路指導･キャリア教育部会の協力のもと、
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専修学校・各種学校の現状並びに特色に関する情報を広く提供した。 

  ① 広報誌紙の刊行 

    高等学校や中学校における進路指導並びに進路選択の資料として、専修学校・各種学校教育の

現状並びに特色に関する情報を掲載した、広報誌およびポスターを刊行・配布した。 

 刊 行 物 発行年月 内      容 配  布  先 部 数 

2023年度版 

広島県私立専修学校

各種学校 

ガイド 

4.5 

専修学校・各種学校制度の概要 

資格と専修学校教育 

職業から検索する専門･各種学校 

分野別学校案内・体験入学案内 

奨学金制度 

県内大学・短期大学 

高等学校・中学校 

広島県・ハローワーク 

広島県私立学校振興

大会（中学・高等学校

保護者） 

5,000部 

2023年度版 

広島県私立専修学校

各種学校 

学校概要（教師用） 

4.5 

専修学校・各種学校制度の概要 

広島県専修・各種学校の概要 

奨学金制度 

分野別学校概要 

県内高等学校 1,300部 

2022年度版ポスター 4.5 連盟加盟校・体験入学日一覧 県内高等学校    800枚 

 

② 新聞広報 

 掲載年月 内      容 掲 載 紙 発行部数 

新聞広告 
4.7 

4.9 

夏休み体験入学 

10月 1日入学願書受付開始 
中国新聞映画案内欄 

広島県内

52 万部 

 

③ ホームページの改訂 

    会員校の情報更新などホームページを改訂し、専修学校・各種学校の現状並びに特色に関する

情報提供を行った。 

 

⑶ 教員資格認定事業 

   広島県専修学校・各種学校教員認定委員会規則に基づき、教員の資質の向上を図ることを目的と

して、現職教育講習および基礎教育講習の修了者を対象として次の認定事業を行った。 

① 教員認定試験 

    学科試験実施日 令和５年１月２０日（金） 

    学科試験受験者数は次の通りであった。 

試  験  会  場 出願者 受験者 欠席者 
内         訳 

准一級 准二級 准三級 

小井手ファションビューティ

専門学校 

専門学校ファッションビジネ

ス・アカデミー福山 

42 40 2 ― 7 33 

                       （単位：人） 
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② 教員認定委員会 

期 日 会 場 内     容 （ 議 題 ） 委  員 

5.2.3 

(金) 

広島ＹＭＣＡ

国際文化セン

ター 

１ 基礎教育講習会の実施状況報告 

２ 教員認定試験の実施状況報告 

３ 合格者の決定について 

４ 成績優秀者の表彰について 

委員６名 

 

⑷ 外国人留学生支援事業 

   新型コロナウイルス感染拡大により、外国人留学生の来日が遅れたこともあり、支援事業が実施

できなかった。 

 

 

〇 収益事業１：検定試験の運営及び保険の取扱等により専修学校各種学校教育の充実向上を図る事業 

⑴ 検定事業 

   服飾・家政分野で学ぶ学生それぞれが修得した知識や技能・能力について、全国統一問題による

試験を下記の通り実施した。 

   技術認定試験（洋裁）以外の検定試験については、加盟校以外に、一般・大学・短期大学からも

受験を受け付けている。 

 

① ファッションビジネス能力検定試験 

実施日 会  場 
受  験  者  数 

２級 ３級 計 

4. 6.25（土） 広島ＹＭＣＡ国際文化センター 2名 4名 6名 

4.11.19（土) 広島ＹＭＣＡ国際文化センター 5名 46名 51名 

 

② ファッション販売能力検定試験 

実 施 日 会  場 
受     験     者     数 

２級 ３級 計 

4. 7. 9（土） 広島ＹＭＣＡ国際文化センター 1名 63名 64名 

4.12. 3（土） 広島ＹＭＣＡ国際文化センター 3名 57名 60名 

 

③ ファッション色彩能力検定試験 

実 施 日 会  場 
受     験     者     数 

２級 ３級 計 

5. 1.14（土） 広島ＹＭＣＡ国際文化センター 5名 38名 43名 

 

④ パターンメーキング２級技術検定試験 

 実 施 日 場                  所 受     験     者     数 
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4. 7. 2（土） 広島ＹＭＣＡ国際文化センター 理論 24名  

4. 9.10（土） 小井手ファッションビューティ専門学校 実技 46名 (内県外 20名) 

※（２級は中四国地区他県からも受験） 

 

⑤ パターンメーキング３級技術検定試験 

 実 施 日 場                  所 受   験  者  数 

4.12.10（土） 小井手ファッションビューティ専門学校 
実技 42名 

理論 42名 

 

⑥ 技術認定試験（洋裁） 

実施日   令和５年１月１２日(木)～１５日（日）の内の１日を実施校が設定 

会 場   各指定登録専門学校 

実施主体  一般財団法人日本ファッション教育振興協会 

認定日   令和５年２月２０日（月） 

受験者数及び合格者数 

実施校 受験者数 
合 格 者 数 前 年 度 

初級 中級 上級 計 受験者数 合格者数 

2校 58名 27名 18名 7名 52名 57名 48名 

 

⑵ 保険取扱事業 

   一般財団法人職業教育・キャリア教育財団が実施する「学生生徒災害補償保険」、及び、キャリ

ア教育共済協同組合が実施する「学生・生徒２４時間共済」の事務取扱を行った。 

   令和４年度事務手数料 

学生生徒災害補償保険   132,252円 

学生・生徒２４時間共済  394,051円 

 

 

〇 その他の事業（相互扶助等事業）１：教育施設設備資金貸付事業（振興部貸付金制度） 

  教育施設設備資金の貸付制度については、連盟の保有資金の範囲内で、連盟加盟校に係る施設設備

の整備資金を融資し、今後の運用にあたる。 

  この制度は、専修学校各種学校教育の充実振興を図る目的で、連盟加盟校において学校施設及び教

育設備・装置等の充実整備を図る場合に、それにかかる資金に対して融資を行うために運用するもの

である。 

平成２１年度に貸付金を清算し、実質的には運用は行われなかった。 
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近年の運用状況は、次の通りである。 

                  （単位：円・件） 

年 度 県 貸 付 金 
貸 付 金 限 度 額 

貸 付 件 数 貸付金総額 
高   度   化 一       般 

平成 20 16,000,000  10,000,000 高度 1 0 

平成 21 0  0   0 0 

平成 22 

～令和４ 
0  0   0 0 

   (県の高度化資金貸付制度は平成９年度で廃止され、平成 10年度より利子補給事業の補助制度となる) 

 

〇 その他の事業（相互扶助等事業）２：研修事業 

  研修事業にあたっては、教職員の資質の向上を図る目的をもって、専門教育の特色に応じた多様な

形態の研修会を実施したが、新型コロナウイルス感染防止のため「県外視察研修会」は中止した。 

⑴ 研修会の実施状況 

期日・場所 研修会名 講師 出席者 

 

広島地区 

4. 7. 6（水） 

広島ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ 

 

福山地区 

4. 7. 7（木） 

福山ﾆｭｰｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ 

広島県専修学校各種学校進路指導研究協議会 

 

・専修・各種学校への進路指導教育の実態と

在り方についての研究協議 

・専門学校卒業生とのＱ＆Ａ 

「音響・映像関係従事者」、「自動者整備士」、

「臨床工学技士」 

 

 

 

 

講 師 専門学校卒業生

で現役の「音響・映

像関係従事者」、「自

動者整備士」、「臨床

工学技士」 

 

高校 25名 

専各 9名 

 

 

高校 21名 

専各 11名 

4. 7.29(金) 

広島県 

グランドプリン

スホテル広島 

全専各連中国地区協議会総会･研修会 

中国地区の専修・各種学校相互の連絡協調

及び教職員の資質向上を図るための研究協

議 

総会 

1. 令和３年度収支決算報告 

  2. 令和４年度収支予算案 

3. 役員改選 

  4．大会決議文採択 

  5．次期開催県の決定 

研修会 

  1．行政説明 

 

 

2．中央情勢報告 

 

3．各県状況報告 

 講演会 

「城と地域活性化について～広島城天守閣の

木造復元から考える」 

 

 

 

 

 

全専各連 

会 長 福田 和益 氏 

 

 

 

 

文部科学省専修学校教育

振興室 

室 長 中安 史明 氏 

全専各連 

参 与 菊田 薫 氏 

各県専各担当職員 

 

広島大学 

名誉教授 三浦 正幸 氏 

101名 

(うち広島

42名） 
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4.11. 2（水） 

広島国際会議場

フェニックスホ

ール 

教職員研修会（広島県私立学校振興大会） 

「こんなときどうする？ 私立学校に求めら

れるトラブル対応の知恵」 

九段富士見法律事務所 

 弁護士 堀切 忠和 氏 

専各 167名 

小中高校 

550名 

4.12. 8(木) 

9(金) 

広島ＹＭＣＡ国

際文化センター 

基礎教育講習会 

（教員資格認定講習 服飾･家政分野） 
専門学校教員等講師６名  

専門課程 

7名 

高等課程 

37名 

5. 3.10（金） 

メルパルク広島 

設置者･校長･管理職研修会 

「専修学校を取り巻く現状と今後の課題」 

全国専修学校各種学校総

連合会 

 参与 菊田 薫 氏 

20校 

30名 

5. 3.22（水） 

広島ガーデンパ

レス 

就職情報研修会 

「職業教育を実践する専修学校の未来を考

える〜進む少子化、終身雇用崩壊、ジョブ

型雇用の増加…〜」 

職業教育専門誌キャリア

マップラボ 

編集長 板倉 真紀 氏 

16校 

26名 

 

⑵ 高等学校・専修学校連絡協議会の実施状況 

期 日 会    場 協 議 事 項 

令和 4.10. 7(金) 広島ガーデンパレス 
・広報資料の発行状況について 

・進路指導研究協議会の実施状況について 

令和 5. 3.27(月) 広島ガーデンパレス 
・広報資料の発行予定について 

・進路指導研究協議会の実施予定について 

 


